
　国境離島の対馬は、南北 82kmと細長く、海岸線の延長は
915kmに及びます。対馬海流が日本海に流れ込む入り口に位置し、
冬は大陸からの季節風が吹くという立地条件が重なり、膨大な海
ごみが漂着します。その量は毎年 3万～ 4万㎥と推定され、その
約 7割は、韓国や中国など海外由来のごみです。約 1割は日本由
来のごみで対馬の全体量からすると少なくありません。

海ごみ問題の最前線・対馬
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